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～まきチャレ2023の実績とまきチャレ2024の計画～

まきチャレ2024実行計画書



「まきチャレ2023」の概要と実績
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まきチャレの概要

牧之原市の地域資源（産業及び観光）を活⽤して、⾃らの事業を地域と共に発展させる
ビジネスプランを全国・全世界のスタートアップから募集。

 牧之原市の既存企業（⾏政も含む）とコラボする「プロポーザル」を含むビジネスプラン。
 地域全体のオープンイノベーションを目的とするアクセラレーションプログラムの性格。
 ⾃社の事業の成⻑を通じて、地域の産業・観光の発展に貢献し、さらに地域から⽇本

全国そしてアジアから世界へと広がりをもつプランを歓迎。

まきチャレ2023の市⻑のご挨拶動画 YouTube
https://www.youtube.com/watch?v=ApIfuDL05zE

牧之原市⻑ 杉本基久雄
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まきチャレ2023の開催ステップ

エントリー︓ 応募総数133社（国内108社、海外25社）前年は国内81社＋海外10社

書類審査︓ セミファイナリスト36社をセレクト

クローズドピッチ審査︓ ファイナリスト13社に絞り込み
セミファイナリスト36社と審査員とのオンライン面談。ブラッシュアップの上、採点。審査会議を経て決定。

オープンピッチ審査会︓ 受賞者を決めるオンラインピッチ審査
オンラインでファイナリスト13社が全国・全世界から牧之原に向けてピッチ。
Zoomセミナー方式で視聴者も全世界から参加可能。 「視聴者賞」を選ぶ視聴者投票も実施。

10/17(火)

6/1〜8/31

9/1〜9/20

9/21〜10/9

10/27(⾦) 交流会 Meetup 13:00〜14:30 at まきのはらインキュベーションセンター展示会
Exhibition 16:30〜17:30 at いーら
表彰式 Ceremony 18:00〜20:00 at いーら
牧之原市の市⺠ホール「いーら」でリアル開催。この場で初めて受賞者を発表。Youtube生配信。
大賞、準大賞、市⻑特別賞、協賛企業特別賞、視聴者賞を発表し表彰
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まきチャレの協賛事業者(23社）

主催：牧之原市

協力：牧之原市商工会 企画運営：株式会社CFスタートアップス

開催案内ポスター

株式会社鈴⽊⼟建
株式会社⾼柳製茶
東遠ガス熔材株式会社
浜松磐⽥信⽤⾦庫
社労士事務所みとら経営
まきのはらインキュベーションセンター
水野建設工業株式会社

矢崎部品株式会社

相良物産株式会社
佐藤司法書士事務所 ライフサービス株式会社
島⽥掛川信⽤⾦庫

【特別協賛】 スズキ株式会社、株式会社静岡銀⾏
株式会社エノテック、株式会社エムスクエア・ラボ

【一般協賛】 株式会社荒畑園
インフィック株式会社
株式会社伊藤園
株式会社⼩栗農園
株式会社笠原産業
光誠工業株式会社
さがら子生れ温泉
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スタートアップが本イベントに応募するにあたり提出するビジネスプランは、以下の４つの何
れかにより作成いただくこととしています。

 協賛参加する地域の特定の企業（１社又は複数）※を指定して、その事業者との協業な
どの提案を含めたビジネスプラン

 牧之原市の特定の産業分野（例︓お茶農家、製茶業、漁業、水産業、飲料製造業、⾃
動⾞製造業、⾃動⾞部品加⼯業、飲食業、理美容業、IT関連事業、エネルギー関連事
業、その他サービス業など）を指定して、この産業分野における市内事業者と協業する提案
を含めたビジネスプラン

 牧之原市の観光資源（観光施設、宿泊施設、飲食店、交通機関など）を活⽤あるいは協
業する提案を含めたビジネスプラン

 牧之原市の⾏政の施策に対する提案を含むビジネスプラン

「まきチャレ」でのビジネスプランの作成及び提出方法
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審査方法と審査基準

 地域産業・観光との親和性、地域経済・社会への貢献性
 事業の新規性（革新性）又は競争優位性
 マーケットの規模と成⻑性
 ビジネスモデルの収益性と持続性
 経営チームの実績とスキル
 ビジネスプランの実現性と想定されるリスク

 審査は、書類審査、クローズドピッチ審査、オープンピッチ審査の３段階。
 書類審査では各審査員が、提出されたビジネスプランに基づいて、採点を⾏い、審査会議を経てセミ

ファイナリスト30社を選定。
 セミファイナリストに対しては、クローズドピッチ審査に先⽴って、当社がオンライン面談を実施。コラボ

レーションのプロポーザルの具体性等、ビジネスプランのブラッシュアップ指導。
 ブラッシュアップ指導後のピッチ（各社10分）を録画。各審査員に共有。審査会議によりファイナリ

スト10社を選定します。
 ファイナリスト10社が、オ

ンラインのオープンピッチ
審査に進出。

 審査基準は右記の通り。
審査員は各項目5点満
点にて採点。審査会議で
、各賞を決定。
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審査員

 まきチャレには審査員として、⾏政（主催者）、運営会社（弊社）、地域企
業、地域⾦融機関から各１名が代表として参加。スタートアップ支援の専門家
等から３名が審査員として参加。

 ⾏政（主催者）・・・杉本基久雄氏（牧之原市⻑）
 地域企業代表・・・・・榎田敏雄氏（牧之原市商⼯会会⻑）
 ⾦融機関代表・・・・・中村智浩氏（静岡銀⾏ 執⾏役員 地方創⽣部⻑）
 運営会社代表・・・・・出縄良⼈（株式会社CFスタートアップス）
 専門家（知財権）・・・河野英仁氏（弁理⼠）
 専門家（スタートアップ支援）・・・高地耕平氏（EXPACT 代表取締役）
 専門家（社会起業家支援）・・・功能聡子氏（ARUN 代表）
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オープンピッチ審査

 オープンピッチ審査はZoomセミナー形式。ファイナリストがオンラインで、全国・全世界からピッチ。審
査員が視聴して審査。誰でも参加可。

 1社6分間のピッチ＋４分間の
審査員との質疑応答。。

 市⻑の挨拶に続き,進⾏方法と
審査について説明。続いて各社
がピッチ。

 視聴者もオンラインの投票により
審査に参加。最も多くの得票を
集めたスタートアップに「視聴者
賞」を贈呈。

「まきチャレ」のオープンピッチ審査後の集合写真。zoomで全国・全世界からプレゼンに参加。
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表彰式及びファイナリスト交流会
 オープンピッチ後の審査会議で各受賞者を決定。受賞者発表及び表彰式は、リアル開催。
 前半はファイナリスト各社のビジネスプラ

ンと地域へのコラボ案を改めて紹介。
 後半は、受賞者を発表するとともに

表彰。
 会場の外ではブース展⽰を⾏い、来

場者と個別のコミュニケーション。
 表彰式後にはファイナリスト交流会を

開催。既存事業参加者、市町参加
者とも交流。地域企業との具体的な
協業によるスタートアップの地域進出
に弾み。

受賞者発表及び表彰式の様子 〜牧之原市相良総合センター「いーら」〜
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応募スタートアップの地域事業進出及び成⻑支援
 クローズドピッチ審査におけるブラッシュアップ支援

まきチャレ2023では、ファイナリスト・セミファイナリストに選ばれた36社に対して、具体的にビジネスプランのブラシュアップ指導
を⾏い、地域企業とのコラボレーション・プロポーザルをより具体化あるいは地域にフィットする形へと変更を提案。必要に応じ
て、コラボ候補先と事前面談。実際に事業進出・事業展開をより容易とする指導を実施。

 イベント終了後の伴走支援
まきチャレは、イベントそのものが目的ではなく、イベント後に実際に市内
企業とコラボしてスタートアップに事業を展開いただくことをが目的。 コラ
ボ候補先との面談に、⾏政担当者及び当社が同席。伴走を支援。ま
きチャレ2024では、大賞受賞のParaLux、市⻑特別賞の Spread
With、静岡銀⾏賞のMUUなど、セミファイナリストを含めて 30社超に
ついてコラボ候補先との打ち合わせに、市の担当者と当社が同席。アフ
タフォローを実施。事業進出を希望する企業に対しては、会計事務所
併設の「まきのはらインキュベーションセンター」を9月に
オープン。すでに「まきチャレ」のファイナリスト・セミファイナリスト」のうち
10社が利⽤を開始。アフタフォローによってスタートアップの地域への
進出、定着及び事業拡大を促進。 「まきチャレ」を通じて進出するスタートアップの受け皿としてオープンしたま

きのはらインキュベーションセンターが9月9⽇にオープン。
11



©2024 CF Holding, Inc. All Rights Reserved

ファイナリストの事業と地域とのコラボ進捗

以下はファイナリストと受賞者の一覧。牧之原の地域企業とのコラボ進捗状況は次葉以降を参照。

所在地事業内容ファイナリスト
兵庫県「産直」ならぬ「浜直」。地域鮮魚を使う⾼級回転ずし店事業ビアンビ株式会社
東京都予約手配アプリによる地域デマンドタクシー運営サポート事業株式会社EXx
茨城県耕作放棄茶園のレモン栽培と炭造りによる脱炭素農業化事業シンコムアグリテック株式会社
東京都ペット可のお店検索アプリ「ぐるわん」によるペット共生タウン化事業株式会社spread with
東京都介護施設向けオンライン診療プラットフォーム事業株式会社オンラインドクター.com
京都府京大発ゲノム編集技術による品種改良魚の陸上養殖事業リージョナルフィッシュ株式会社
福岡県地域の資源を活⽤するオリジナル結婚式の企画運営事業株式会社ParaLux
東京都社会人講師プラットフォームによる学校教育現場の改革事業株式会社LX DESIGN
インド機械運転状況のAI解析によるCO2排出削減の最適化システム事業LivNSense Technologies
タイ牛乳と同一成分の美味しいミルクを「牛なし」で精製する事業MUU

シンガポール帳票スキャンAI解析データベース化システムの運営事業staple
香港動画AI解析による工場と建設現場の危険の自動アラームシステム事業viAct

オーストラリアお茶の有効成分抽出による健康増進サプリメント開発事業Contract Manufacturing 
Professionals

M2Lab賞

市⻑特別賞

エノテック賞

大賞

市⻑特別賞

SUZUKI賞

静岡銀⾏賞

視聴者賞

準大賞
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株式会社ParaLux（福岡県） 地域資源を活⽤するオリジナル結婚式の企画運営事業
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Contract Manufacturing Professionals（オーストラリア） お茶の有効成分抽出による健康増進サプリメント開発事業
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株式会社spread with （東京都） ペット可のお店検索アプリ「ぐるわん」によるペット共生タウン化事業
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株式会社LX DESIGN（東京都） 社会人講師プラットフォームによる学校教育現場の改革事業
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MUU（タイ） 牛乳と同じ成分の美味しいミルクを「牛なし」で精製する事業
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LivNSense Technologies（インド） AIが最適な機械運転をシミュレーション。CO２排出とコスト削減をサポート
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リージョナルフィッシュ株式会社（京都府） 京大発ゲノム編集技術による品種改良魚の陸上養殖事業
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シンコムアグリテック株式会社（茨城県） 耕作放棄茶園のレモン栽培と炭造りによる脱炭素農業化事業
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viAct（香港） 動画AI解析による工場と建設現場の危険の自動アラームシステム事
業
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まきチャレ2024の計画と協賛のご提案
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まきチャレ2024の開催ステップ（計画）

エントリー︓ 応募総数150社（うち海外30社）を想定、昨年は国内108社＋海外25社

書類審査︓ セミファイナリスト30社をセレクト

クローズドピッチ審査︓ ファイナリスト12社に絞り込み
セミファイナリスト36社と審査員とのオンライン面談。ブラッシュアップの上、採点。審査会議を経て決定。

15:00-18:00 オープンピッチ審査会︓ 受賞者を決めるオンラインピッチ審査
オンラインでファイナリスト12社が全国・全世界から牧之原に向けてピッチ。
Zoomセミナー方式で視聴者も全世界から参加可能。 「視聴者賞」を選ぶ視聴者投票も実施。

10/22(火) 

7/1〜8/15

8/16〜9/15

9/16〜10/10

11/7(⽊) Exhibition 14:00-16:00 at いーら
表彰式 Ceremony 16:00-18:00 at いーら 
牧之原市の市⺠ホール「いーら」でリアル開催。この場で初めて受賞者を発表。Youtube生配信。
大賞、準大賞、市⻑特別賞、協賛企業特別賞、視聴者賞を発表し表彰

交流会 Meetup 18:30-20:30 うおとも
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 まきチャレ大賞 100万円

 まきチャレ準大賞 30万円

 市長特別賞 10万円

 協賛企業賞 ※ ５万円～10万円

 視聴者賞 ※ ５万円

※  協賛企業賞は、特別協賛企業が提供します。昨年
はSUZUKI賞（10万円）、静岡銀行賞（10万円）、エ
ノテック賞（5万円）、エムスクエアラボ賞（5万円）
が提供されました。

※ 協賛企業特別賞及び視聴者賞は、他の賞との重
複受賞の可能性があります。

まきチャレ2024の賞金と牧之原市の支援

 セミファイナリスト30社については市内企業との協業の具
体化及びその実現を牧之原市が支援します。

 地域に新会社を設立する等で地域進出をする場合、上記
の「まきのはらインキュベーションセンター」に入居いただく
と、利用料の1/3を牧之原市が補助するほか、地域金融機
関、牧之原市商工会が支援。会計事務所機能も付設され
ている等、専門家の無料サポートも受けられます。
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(お問い合わせ)
牧之原市 産業経済部 商⼯観光課
〒421-0592
静岡県牧之原市相良275
電話 0548-53-2623 / FAX 0548-52-3772
e-mail︓shoko@city.makinohara.shizuoka.jp

(運営事務局）
株式会社 CFスタートアップパートナーズ
〒421-0407
静岡県牧之原市布引原221番地１
電話:0548-27-2269 / FAX:0548-27-3707
e-mail: yoshito@denawa.jp


